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回転電極による現像液の酸化還元電位

菊　池　真　一・原

　著者の一人1）は先に市販現像液の酸化還元電位を測定

し現像液の電位が時聞と共に卑になることを観測した

が，これに対してそれ以上深く追及せず，したがvて卑

になる理由についても推定し（いなかった．今回回転極

の使．甲を機会にこの機構について解明をこころみた．

　ハイド・キノy現像液に亜硫酸ナトOウムを添加する

と，ハイドロキノソの酸化物が次式のようにモノスルホ

y酸塩を形成し，これによワて現像が促進されると考身．

られる．
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この理由としてモノスルホソ酸ハイ1：ロキ』ノソがハイド

ロキノ’yそのものより電位が卑なのではあるまいかと考

えた．

　現豫液の酸化還元電位が無関係極の種類にょっていか

に異なるかと考え白金極・金極・銀極を用い’（比較した．

　実験方法およぴ結果

　酸化還元電位の測定においては金属表面の状態が常に

軍要な関係を持つので径4cmの円筒に白金・銀・金の

　　　　　　　　　　　　　　　帯を巻き下にある

　　　　第　1図　廻転電極

ける亜硫酸塩濃度の影響，ならびに静止極と回転極の差

　ハイドPキノソの1！1000モル溶液を緩画液でつくり，

（緩衝液（NaHCO32．10gr÷Na2CO3　2．　05　gr）P．｝これに

無水亜硫酸ナトリウムをM／10，M／100，　MIIOOO，　M／’10000

の割合で加kたものの電位を空気中で最初静止銀極では

かり，っいで極を回転しつつ測定したところ，静止極で
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tよほとんど電位

の変動がなく回

転をはじめる
と，まず電位の

急上昇あh，つ
いでだんだん電

位が上昇する．

この電位の上昇

は回転により空

気中の酸素が液

中に入りきたり

電位を上昇する

によるであろう

と考えて回転極第2図
全体を覆い，窒

素気流中に置い

たと二ろ，回転

がはじまるとき

の急上昇のほか

は電位一定とな

った．また亜硫

酸ナトリウムの

濃度とともに電

位が卑になるこ

とは亜硫酸の還

元性から容易に

推察できる．二と

である．
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トリウムの方力：第4図
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　　銀・金・白金極によるハイ
　　　ドロキノンの酸化還元電位

　自金・金・銀極を用いたハイドロキノy溶液の電位M／

100ハイF“　v：キノyの緩衝溶液の電位を自金・金・銀極を

用いて測定した結果つぎの第4図のごと．く銀十1ユ0皿V，

Au120mV，白金130mVの如くであワた．この再現性
は†分正確で麦，る．　　　　　　　　　（1955．1．16）
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